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１　は じ め に
　パルミラは，シリア・アラブ共和国の首都ダマスカスから北東に ２３０km，シリア砂漠の中央に位置する都市で
ある。このようなパルミラは，紀元前１世紀から紀元後３世紀にシルクロードでもっとも繁栄した隊商都市であ
り，その当時の遺跡が今も数多く残っている（図１）。現在，「奈良・パルミラ遺跡発掘調査団」は，家屋墓に焦
点を合わせたパルミラの葬制とその社会的背景についての総合的な研究を実施するため，２００５年の予備調査を踏
まえて２００６年から本格的にパルミラ遺跡北墓地にある １２９-b号墓（図２）の調査を行っている１）。
　本稿は，これまで行った １２９-b号墓の調査の中で，特に建築学による復元的研究のこれまでの成果について紹
介する。
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Abstract
　Palmyra is acity located in the center of the Syrian Desert. It was a caravan city that prospered most on the Silk 
Road from the first century B.C. to the third century A.D. There are stil many remains in Palmyra.
　The research of No. 129-b House Tomb has been continued since 2006. This study introduces the current result 
of the reconstructing study on No. 129-b House Tomb. The folowing six points wil be assumed.
1）At No. 129-b House Tomb, a square of side was about 11 m, and the height was about 14 m. The front of the 
tomb was on the west and there were two entrances. The main entrance faces to the west on the first floor and 
the second one faces to the south on the basement floor.
2）The west entrance had a door of the inward opening, and the detail of the south entrance is unclear.
3）On the east, the south and the north wals of the tomb, there were two kinds of pseudo-windows in three places 
on each wal.
4）The first floor of the tomb was comprised of cross-shaped space having loculi, a courtyard in the center and 
staircase part on the northwest corner.
5）The basement of the tomb had a passage of the north and south axis to the center part, and the basement floor 
was at the position that was lower than the podium.
6）The second floor in the tomb was connected to the first floor with the staircase of the northwest corner.
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２　１２９-b号墓の概要
　１２９-b号墓は，パルミラ遺跡の都市部北側にある北墓地に位置する（図３）。この墓は， ３世紀末にローマ皇帝
ディオクレティアヌスによって建造された城壁（ゼノビア・ウォール）に取り込まれている。また，この城壁は
イスラーム期にも防御壁としての役割を果たしている。
　かつてのパルミラの墓は，一般的に塔墓（紀元前１世紀～紀元１世紀，図４），地下墓（紀元１～２世紀，図５），
家屋墓（紀元２～３世紀，図６）という３つの異なる形態が存在し，時間的推移とともに変化していくことが知
られているが，１２９-b号墓は神殿風の形態をしている家屋墓と考えられている。この墓は長らく倒壊した状況であっ
たが，かつての柱や壁の部材が位置関係を維持しながら倒壊していたため，往時の姿が復元可能と思われた。
　なお，これまで １２９-b号墓については，Andreas Schmidt-Colinetによる３６号墓（図７）という家屋墓の調査２）
に関連して概略的な １２９-b号墓の推定復元図（図８）が１９９２年に作成されているが，本格的な発掘調査にまでは
至らなかった。
３　１２９-b号墓の建築学的復元
３－１　調査の概要
　１２９-b号墓の調査は，まず，遺構のレーザー計測３）（図９）によって倒壊した部材の位置情報を確認した後，ク
レーンにて部材を取り上げている。その後，部材ごとの詳細な計測を行い，その部材が家屋墓のどの部分のもの
であるかを一つずつ推定しているところである。推定した石材については，外部部材と思われる石材（東・西・
南・北面），内部部材と思われる石材を５カ所に分けて仮置きしている（図１０）。なお，２０１０年の調査終了時点で
は，基壇内部に落ち込んでいた石材のおよそ ３/４ 程度の取り上げが終了し，地階の床面と棺棚を構成する部材が
出てきた状態となった。
　以下，調査途中ではあるが，現時点までの推定復元された １２９-b号墓を外部・内部に分けて紹介することとす
る。
３－２　１２９-b号墓・外部の推定復元
　上記のような調査を踏まえて推定復元された １２９-b号墓の外部については，図１１～１３のようになる。
　１２９-b号墓は，基壇下部からの高さが約 １４ m， １辺が約 １１ mの正方形の平面をした構造物であり，西面を正
面とする。その西面にあった入口は，まぐさ石（図１４）の形状より内開きの２枚の扉によって構成されているこ
とが明らかとなった。ただし，扉はまだ出土していないため，詳細は分かっていない。また，西面には入口に上
がるための階段が取り付くが，この階段は正面方向（西面）と側面方向（南・北面）では段数が異なっている（図
１１，１５）。これは，１２９-b号墓が小規模なため，正面から見た墓全体と階段のバランスからこのようになったと推
測される。また，入口は西面ばかりでなく，地階への入口が南面の基壇中央に設けられていたことも分かってい
 ２）　Andreas Schmidt-Colinet ：『Das Tempelgrab Nr. ３６ in Palmyra』 ,Philipp von Zabern, pp.４２ – ６４，１９９２
 ３）　レーザー計測については，株式会社アコードから技術協力を受けている。
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る（図１１，１６）。この入口のまぐさ石には， ２行のギリシア語碑文が刻まれていた。この碑文は劣化が著しいため
に判読できない部分もあるが，この墓がローマ人に関わっていることが理解できた４）。
　一方，１２９-b号墓の立面は，下から基壇，柱礎，柱（図１７），柱頭（図１８），エンタブラチュア（アーキトレー
ヴ（図１８）・フリーズ・コーニス），屋根，という構成である。ただ，屋根は両妻側に破風（図１９）があることは
分かっているが，これまでの発掘調査では瓦がほとんど出土していないことから，破風以外の部分がどのように
なっていたかは不明である。また，東・南・北の各面ともに３つの疑似窓がつくが，柱間の中央と両端では窓枠
上部の意匠が異なる。中央の窓枠上部が丸屋根（図２０）であるのに対し，両端の窓枠上部は三角屋根（図２１）で
ある。
　また，状態のよい部材の実測値から主要部材のオーダーを復元すると，図１１のようになる。これを見ると，１２９-
b号墓の柱形は，角柱の両脇に １/４ 円柱が取り付くような形となっているが，今回はこの柱形の角柱の幅を１モ
ドゥルス（a ＝７５０mm）としてオーダーの復元を行った。まず，水平方向を見ると，柱形の角柱の幅：a
（７５０mm），１/４ 円柱の幅：１/２・a（３７５mm），となる。また，柱間がすべて同じであると仮定すると，柱形の内
法：２・１/２・a（１８７５mm），になるため，柱の真々の寸法：４・１/２・a（３３７５mm）となる。次に，鉛直方向を
見ると，基壇：３・１/４・a（２４３７．５mm），柱：１０a（７５００mm），アーキトレーヴ：１１ / １２・a（６８７．５mm），フ
リーズ：７/ １０・a（５２５mm），コーニス：１/２・a（３７５mm），となっている５）。なお，下から１， ２段目柱身部材の
高さは，出土状況などから他の段の柱身部材よりも １/８・a（９３．７５mm）ほど高い。柱礎は高さが ３/４・a
（５６２．５mm）であり，そのうち礎盤は １/４・a（１８７．５mm）となっている。また，西側の階段は，正面方向（１２段）
では踏面：３/４・a（５６２．５mm），蹴上：１/４・a（１８７．５mm），側面方向（６段）では踏面・蹴上：１/２・a（３７５ 
mm），となる。
３－３　１２９-b号墓・内部の推定復元
　１２９-b号墓の内部については墓外部ほど調査が進んでいないが，石材取り上げ時の状況などから２００８年～２０１０
年に取り上げられた石材の多くが主に１階以上の部分を構成する石材だと推定された（図２２～２７）。ただ，地表面
にさらされていた石材に比べ，地中にあった石材は風化が進んでいるために判別のつきにくいものも見受けられ
たが，パルミラにおける他の家屋墓の事例なども参考にしながら １２９-b号墓・内部の推定復元を行った。このよ
うにして推定された １２９-b号墓の内部は図２８のようになる。
　これによると， １階部分は，西面の入口を入ると，十字形の空間部分と四隅に棺棚・階段室で構成される平面
であったと推定された。墓中央部は二つの角柱をあわせた柱形（図２４）が四つ建ち，その上部をロの字に梁（図２５）
が結んだ形で１辺約 ３．１ mの中庭が構成される。また，この梁と同じ装飾が南北面の柱間中央にある疑似窓の窓
枠下部の内部（図２９，３０）にも見られることから，この梁は棺棚前の空間上部にもロの字状にまわっていたと推
測された。なお，この梁の端部の形状より，両脇の梁で囲まれた部分（北側・南側）は，中央のものより小さく
なることが明らかとなった（図３１）。棺棚は棚縦枠に残る痕跡より，棚一つの高さが約 ０．５ mであることが分かっ
たが，棺棚の層数・列数についてはまだよく分かっていない。なお，東・南・北面内壁の中央部についても，何
 ４）　碑文には，Gaius Julius Bassus というローマ人の名がみられる。
 ５）　ただし，現在，Dr. Christine Ertel からコーニスについて指摘を受けており，今後の詳細な検討により変更されることが
ありうる。
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らかの装飾が施されていたと思われるが，現在検討中である。また， １階の床中央南北列は，長さ ２．８m，幅 
１．２～１．４m，厚さ ０．３５mの石材が並べられていたことがわかっており（図３２），他の部分においても同様であっ
たと考えられる。
　地階部分は，床面が基壇上部（１階床面上部）から約 ２．８m下に位置しており，外側からみえる基壇下部より
も下になる（図３３）。なお，パルミラの他の家屋墓の事例を考慮すると，北西隅に１階と地階を繋ぐ階段室があっ
たと思われるが，それを指し示す部材は今のところ確認できていない。また， ２階の存在については，①柱・壁
を構成する上部石材内側の表面仕上げが丁寧である，②棺棚などにより１階から見上げた時に柱・壁を構成する
上部石材の四隅が死角になる，ことなどを考慮すると， ２階は存在していたと推測できる。この場合，前述の通
り，北西隅に１階と２階を繋ぐ階段室があったと思われる。
４　ま　と　め
　このように推定復元された １２９-b号墓の建築的特徴は，下記のようにまとめることができる。
　・１辺約 １１m，基壇下部からの高さ約 １４m，西面を正面とし，西面に１階入口，南面に地階入口を持つ。
　・西面入口は内開きの２枚扉で構成されるが，南面入口の詳細は不明である。
　・東・南・北面では， 各面とも２種類３カ所の疑似窓が設けられる。
　・１階は中央に中庭を持つ十字形の空間部分と四隅に棺棚・階段室で構成される平面である。
　・地階は南北方向中央に通路があり，その床面は基壇下部よりも低い位置にある。
　・２階は存在し，北西隅の階段室で１階と繋がっていた。
　ここで，パルミラの主要な家屋墓と １２９-b号墓を比較すると，同規模の家屋墓と各種数値が近似していること
が分かる（表１）。
　ただし，他の家屋墓と異なる点もいくつか見受けられた。まず，パルミラの他の家屋墓の外観を見ると，図３４
のように，柱は角柱あるいは丸柱で構成されているのに対し，１２９-b号墓は角柱の両脇に １/４ 円柱が取り付く形
となっている。このような重厚な外観はパルミラの他の家屋墓では見られないが，その理由については今後の検
討課題である。次に，１２９-b墓の１階が東西方向に主軸を持つ平面であるのに対し，地階は入口が南面にあり，
南北方向に主軸を持つ平面であると推定されている。一方，パルミラの他の家屋墓では，入口の位置が判明して
いる事例が少ないものの， １階と地階の主軸は同じ例ばかりである（表１）。１階と地階の主軸が直交している １２９-
b号墓は珍しい事例といえるが，その理由についても今後検討していきたい。
　最後に，１２９-b号墓の調査はまだ完了していないため，今後の調査によって，今回推定復元された １２９-b号墓に
ついて変更がありうることを記しておく。なお，本研究は，日本学術振興財団科学研究補助金（A）「古代パルミ
ラの葬制の変化と社会的背景にかかわる総合的研究」（課題番号：２３２５１０１８，平成２３～２７年度，研究代表者：西藤
清秀）の成果の一部である。
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図３　パルミラ遺跡における １２９-b号墓の位置
図４　塔墓
図５　地下墓７）
図６　家屋墓（８６号墓）
図７　３６号墓 図８　Schmidt-Colinet（１９９２）による １２９-b号墓推
定復元図（東立面図） ８）
 ７）　シルクロード学研究センター編：『シルクロード学研究５ － ２　隊商都市パルミラの東南墓地の調査と研究（図版編）』，シ
ルクロード学研究センター，１９９８
 ８）　『Das Tempelgrab Nr. ３６ in Palmyra』（Andreas Schmidt-Colinet, Philipp von Zabern, １９９２）の p.６１ Abb.２９の図を加筆修正
した。
　シリア・パルミラ遺跡 １２９-b号墓の復元的研究　123
図９　レーザー計測 図１０　仮置きされた石材
図１１　129-b号墓推定復元図（左上：西立面図，右上：東立面図，下：南立面図）
124　石川　慎治 ・西藤　清秀 ・濱崎　一志
図１６　南面入口（内部から） 図１７　柱
図１２　１２９-b号墓推定復元 CG（南西方向から） 図１３　１２９-b号墓推定復元 CG（南東方向から）
図１５　 階段出土状況
図１４　まぐさ石
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図１９　破風図１８　柱頭・アーキトレーヴ
図２０　窓枠上部（柱間中央） 図２１　窓枠上部（柱間両端）
図２２　内部・基壇（中庭部分） 図２３　内部・柱頭（中庭部分）
126　石川　慎治 ・西藤　清秀 ・濱崎　一志
図２６　内部・梁〈コーニス〉（中庭部分） 図２７　内部・柱（棺棚部分）
図２４　内部・柱（中庭部分）
図２５　内部・梁〈アーキトレーヴ＋フリーズ〉（中庭部分）
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図２８　１２９-b号墓推定復元図（左：１階平面図，右：断面図）
図３１　墓内部の梁
図３０　窓枠下部（南面柱間中央・内部）図２９　窓枠下部（南面柱間中央・外部）
128　石川　慎治 ・西藤　清秀 ・濱崎　一志
図３３　地階床出土状況（南面入口付近）
図３４　Schmidt-Colinet（１９９２）による８６号墓推定復元図（左上：西立面図，右上：東立面図，下：南立面図）９）
図３２　１階床板出土状況
 ９）　『Das Tempelgrab Nr. ３６ in Palmyra』（Andreas Schmidt-Colinet, Philipp von Zabern, １９９２）の pp.５８ – ６０ の Abb.２８a, ２８b, 
２８cの図を加筆修正した。
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１０）　『Das Tempelgrab Nr. ３６ in Palmyra』（Andreas Schmidt-Colinet, Philipp von Zabern, １９９２）の p５２ ,６２ のデータをもとに，
今回の調査結果を加えた形で作成した。なお，表中の「規模」については，間口・奥行ともに「柱礎の礎盤外側間の距離」
である。
